
年間授業計画様式

東京都立篠崎高等学校　令和5年度　総合的な探究の時間　年間授業計画

教　　　科： 総合的な探究の時間　単位数：　１単位

対象学年組： 第３学年１組～７組）　　

教科担当者：（１組：奥平）（２組：髙橋）（３組：三上）（４組：野木）（５組：森田）（６組：若杉）（７組：山田）

使用教科書：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

・昨年の探究活動の振り返り

・昨年度の探究活動を通して学んだことを振り返り、自身が気になった課題を書き出
す中で、進路活動に結びつける。

（年間を通じて）
・目標に照らし、十分な意欲
をもって活動したかという観
点に基づいて評価を行う。
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・生徒の自己評価や相互評価
をふまえ、指導にかかわった
教員の評価を集約し、総合的
に評価する。



指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

・企業調べ 企業プロジェクトを活用し、今後、自身が取り組んでみたい問題を選択し、自
分の興味のある企業を調べる。
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

６
月

・探究活動の振り返りと調べた企業をまとめ
る

これまでの探究活動で学んだことをどのように活かして、どのような進路選択
して、将来に貢献していきたいかまとめる。
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月



指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・進路決定をまとめさせる。
・受験形態を決定させる。
・志望理由書の書き方について学び実作する。
・面接について学び、実践練習をする。

・総合型入試に向けて
・面接練習に向けて
・自己を表現する。

・面接練習を１人最低でも２回行う。
・上級学校に提出する志望理由書の作成をする。９

月

・志望理由書作成 ・志望理由書の作成、添削（外部） 3

・進路決定に向けて
・受験形態決定に向けて
・卒業後の自分について考える。



指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

・志望理由書作成 ・志望理由書の作成、添削（外部） 3

・指定校推薦試験に向けて
・公募推薦試験に向けて

・面接練習を受験までに最低２回は行い、希望進路の合格率を向上させる。
・志望理由書を完成させる。
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

2
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

・自己を表現する。 ・「進路決定後の生き方」の作成と発表を行う。
・自己表現活動として、「卒業文集」を作成する。

1
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

・自己を表現する。 ・「進路決定後の生き方」の作成と発表を行う。
・自己表現活動として、「卒業文集」を作成する。
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指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月



指導内容 総合的な探究の時間の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画様式例

篠崎高等学校令和5年度　教科 外国語　科目コミュニケーション英語Ⅲ　年間授業計画

教　　　科： 外国語　 科　　　目： コミュニケーション英語Ⅲ　　単位数：　４単位

対象学年組： 第３学年１組～７組）　　

教科担当者：（1組：竹内、野村）（2組：清水佑、高橋）（3組：清水佑、竹内）（4組：竹内、高橋）（5組：野村、清水佑）（6組：高橋、竹内）（7組：野村、清水佑）

使用教科書： LANDMARK Fit English Communication III（啓林館）　　　　　　　　　　　　　　　　

使用教材  ： LANDMARK Fit English Communication III WORKBOOK（啓林館）、LISTENING TRIAL  stage 2 （文英堂）他

指導内容 コミュニケーション英語Ⅲの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

10

1

10

10

1

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・バイオミメティクスの事例に関する会話を聞く。
・バイオミメティクスの事例について書く。
・バイオミメティクスの事例について会話する。

７
月

期末考査

６
月

・献血に関する会話を聞く。
・献血に対する意見を書く。
・献血に関する意見交換をする。

Lesson 4
Biomimetics ・バイオミメティクスとは何か理解する。

・新幹線に応用されたバイオミメティクスを理解する。
・注射針に応用されたバイオミメティクスを理解する。
・無生物によるバイオミメティクスの事例を理解する。

・カフェインの摂取に関する会話を聞く。
・カフェインの摂取について書く。
・カフェインの摂取について会話する。

Lesson 3
Blood Is Blood ・当時の黒人差別の実態を理解する。

・ドルーが発見した輸血方法について理解する。
・黒人差別と闘うドルーの主張を理解する。
・活動を通じてドルーが証明したことを理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・コウテイペンギンに関する会話を聞く。
・コウテイペンギンの特徴について書く。
・コウテイペンギンの特徴について会話する。

５
月

Lesson 2
Caffeine ・カフェインの日常的な使用と効果，文化の関わりを理解する。

・カフェインによる健康被害の可能性について理解する。
・カフェインの効果的な摂取量について理解する。
・カフェインの利点について理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

４
月

オリエンテーション

Lesson 1
Emperor Penguins ・コウテイペンギンの身体的特徴や能力，生息場所について理解する。

・コウテイペンギンの集団行動とその理由を理解する。
・コウテイペンギンの子育ての仕方を理解する。
・ファーストペンギンについて理解する。



指導内容 コミュニケーション英語Ⅲの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

10

1

10

10授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・節水に関する会話を聞く。
・水を守るために何ができるか意見を書く。
・水を守るために何ができるか意見交換をする。

月

Lesson 8
Global Water Crisis

・世界的な水不足が起きていることを理解する。
・人口増加や生活水準の向上，地球温暖化が水不足の要因となっていることを理解
する。
・日本も大きく関わる輸出と水不足の関係，仮想水について理解する。
・日本が取るべき水不足への対策について理解する。

Lesson 7
Political Correctness ・差別や偏見のない用語の使用が推奨されていることを理解する。

・だれにも不快感を与えない用語を使うことの難しさについて理解する。
・行き過ぎた用語制限に潜む問題を理解する。
・正しい用語の使い方は次の世代にかかっていることを理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・ポリティカル・コレクトネスについての意見を聞く。
・ポリティカル・コレクトネスについての意見を書く。
・ポリティカル・コレクトネスについて意見交換する。

Lesson 6
Christmas Truce ・第一次世界大戦下の英・独の戦闘の様子を理解する。

・クリスマスイブを祝う両軍の様子を理解する。
・クリスマス期間の停戦と両軍の交流を理解する。
・クリスマス休戦が伝えるメッセージを理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

月

・奇跡のような経験に関する会話を聞く。
・奇跡のような経験について書く。
・奇跡のような経験について会話する。

中間考査

９
月

Lesson 5
Communication without Words ・コミュニケーションの7割をボディー・ランゲージが占めることを理解する。

・ボディー・ランゲージは国や文化によって違うことを理解する。
・海外の人と理解し合うためにはボディー・ランゲージを学ぶことが大切であると
理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・誤解を防ぐためにも自身のボディー・ランゲージを知ることが大切であると理解
する。
・コミュニケーションにおける目の役割について聞く。
・会話中の視線のやり方について書く。
・会話中の視線のやり方について意見交換する。

８
月
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10

11
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指導内容 コミュニケーション英語Ⅲの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

1

10

1

３
月

２
月

学年末考査

１
月

Lesson 9
Animal Math

・動物には生来，数学的な能力が備わっていることを理解する。
・イヌはボールまでの最短距離を計算できることが実験からわかったことを理解す
る。
・霊長類は数の違いを理解していることが実験からわかったことを理解する。
・動物は自然界で生き残るために数学を用いてきたことを理解する。

授業中の活動
ノート、ワーク提出
課題提出
小テスト
定期考査

・動物の能力に関する会話を聞く。
・動物の能力に関して書く。
・動物の能力に関して会話する。

月

期末考査
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篠崎高等学校令和5年度　教科　保健体育　科目　体育　年間授業計画

教　　　科：保健体育　 科　　　目：体育　　単位数：３単位

対象学年組： 第３学年１組～７組）　　

教科担当者：野木、赤峰、飯塚

使用教科書：（大修館書店　ステップアップ高校スポーツ２０２１）

使用教材  ：（なし）

指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

【女子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）

【女子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

【女子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○卓球に親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【女子１単位：卓球】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

７
月

男子２単位：水泳・サッカー
男子１単位：バドミントン・水泳

女子２単位：水泳・バスケットボー
ル
女子１単位：卓球・水泳

【男子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

【男子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）
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【男子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る
○チームプレーや連携プレーを生かしたゲームをさせる

【男子２単位：サッカー】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる
（観察・記録）

【男子１単位：バドミントン】
○バドミントンに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【男子１単位：バドミントン】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

【女子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

８
～

１
０
・
４
～

５

【男子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る
○チームプレーや連携プレーを生かしたゲームをさせる

【男子２単位：サッカー】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる
（観察・記録）

【男子１単位：バドミントン】
○バドミントンに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【男子１単位：バドミントン】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

【女子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

【女子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）

【女子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

【女子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○卓球に親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【女子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○卓球に親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【女子１単位：卓球】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応
じた攻防ができる（観察・記録）

６
月

男子２単位：水泳・サッカー
男子１単位：バドミントン・水泳

女子２単位：水泳・バスケットボー
ル
女子１単位：卓球・水泳

【男子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

【男子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

５
月

体力テスト（男・女）

男子２単位：サッカー
男子１単位：バドミントン

女子２単位：バスケットボール
女子１単位：卓球

【男女：体力テスト】
○各種目の記録を東京都の平均値以上を目指す
○A段階の評価がつく生徒を３０名以上出す

【男女：体力テスト】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○各種目で自己ベストを残す（記録）

【男子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る
○チームプレーや連携プレーを生かしたゲームをさせる

【男子２単位：サッカー】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる
（観察・記録）

【男子１単位：バドミントン】
○バドミントンに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【男子１単位：バドミントン】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

【女子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

４
月

オリエンテーション

男子２単位：陸上競技
男子１単位：バドミントン

女子２単位：陸上競技
女子１単位：卓球

【男子２単位：陸上競技】
○陸上競技に親しむ姿勢を身に付けさせる
○正しいランニングフォームを習得させる

【男子２単位：陸上競技】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○記録を目指してあきらめず努力することができる。（観察・記録）

８
～

１
０
・
４
～

５

【男子１単位：バドミントン】
○バドミントンに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる

【男子１単位：バドミントン】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・技能テスト）
○ダブルスにおいて、パートナーと連携を取り、相手の動きに応じた攻防がで
きる（観察・記録）

【女子２単位：陸上競技】
○陸上競技に親しむ姿勢を身に付けさせる
○正しいランニングフォームを習得させる

【女子２単位：陸上競技】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○記録を目指してあきらめず努力することができる。（観察・記録）

【女子１単位：卓球】
○卓球に親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブやレシーブなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームに必要なルールを理解させる



指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

【女子１単位：ソフトボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ルールを理解し、ゲームに取り組む（観察・記録）

1
1
月

男子２単位：バスケットボール
男子１単位：バレーボール

女子２単位：サッカー
女子１単位：ソフトボール

【男子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

【男子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

８
～

１
０
・
４
～

５

【男子１単位：バレーボール】
○バレーボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブ、レシーブの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームの中で三段攻撃の形を作らせる

【男子１単位：バレーボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、パス、シュートなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ルールを理解し、みんなで協力しゲームを運営する

【女子２単位：サッカー】
○積極的に学習に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・テスト）
○審判法を身に付けゲームを運営する（観察・記録）

【女子１単位：ソフトボール】
○ソフトボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○「捕る、投げる、打つ」という基本的な技能を身に付けさせる
○チームプレーや連係プレーを身に付けさせる

８
～

１
０
・
４
～

５

【男子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

【男子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【男子１単位：バレーボール】
○バレーボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブ、レシーブの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームの中で三段攻撃の形を作らせる

【男子１単位：バレーボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子２単位：バレーボール】
○バレーボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブ、レシーブの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームの中で三段攻撃の形を作らせる

【女子２単位：バレーボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、パス、シュートなどの基本的な技能を身に付けさせる
○ルールを理解し、みんなで協力しゲームを運営する

【女子２単位：サッカー】
○積極的に学習に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・テスト）
○審判法を身に付けゲームを運営する（観察・記録）

【女子１単位：ソフトボール】
○ソフトボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○「捕る、投げる、打つ」という基本的な技能を身に付けさせる
○チームプレーや連係プレーを身に付けさせる

【女子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）

【女子２単位：バレーボール】
○バレーボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブ、レシーブの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームの中で三段攻撃の形を作らせる

【女子２単位：バレーボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子１単位：ソフトボール】
○ソフトボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○「捕る、投げる、打つ」という基本的な技能を身に付けさせる
○チームプレーや連係プレーを身に付けさせる

【女子１単位：ソフトボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ルールを理解し、ゲームに取り組む（観察・記録）

1
0
月

男子２単位：ソフトボール・バス
ケットボール
男子１単位：バレーボール

女子２単位：バレーボール・サッ
カー
女子１単位：ソフトボール

【男子２単位：ソフトボール】
○ソフトボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○「捕る、投げる、打つ」という基本的な技能を身に付けさせる
○チームプレーや連係プレーを身に付けさせる

【男子２単位：ソフトボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ルールを理解し、ゲームに取り組む（観察・記録）

【女子１単位：ソフトボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ルールを理解し、ゲームに取り組む（観察・記録）

９
月

男子２単位：ソフトボール・水泳
男子１単位：バレーボール・水泳

女子２単位：バレーボール・水泳
女子１単位：ソフトボール・水泳

【男子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

【男子２単位・１単位：水泳】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○毎回決められた距離を泳ぎきる（観察）
○正しい泳法を身に付け、タイムを縮める（観察・記録）

８
～

１
０
・
４
～

５

【男子２単位：ソフトボール】
○ソフトボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○「捕る、投げる、打つ」という基本的な技能を身に付けさせる
○チームプレーや連係プレーを身に付けさせる

【男子２単位：ソフトボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ルールを理解し、ゲームに取り組む（観察・記録）

【男子１単位：バレーボール】
○バレーボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○サーブ、レシーブの基本的な技能を身に付けさせる
○ゲームの中で三段攻撃の形を作らせる

【男子１単位：バレーボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子２単位・１単位：水泳】
○水に慣れさせ、水生に親しむ態度を養わせる
○バタフライ２５ｍ、メドレー７５ｍを泳げるようにする
○ストロークやキック、息継ぎなどの基本的な技能を身に付けさせる

８
月



指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月

【女子１単位：競技ドッジボール】
○積極的に学習に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・テスト）
○仲間と協力してゲームを運営できる（観察・記録）

２
月

１
月

男子２単位：サッカー
男子１単位：ニュースポーツ

女子２単位：バスケットボール
女子１単位：ニュースポーツ

【男子２単位：サッカー】
○サッカーに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る
○チームプレーや連携プレーを生かしたゲームをさせる

【男子２単位：サッカー】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる
（観察・記録）

６
～

７

【男子１単位：アルティメット】
○フリスビーに親しむ態度を身に付けさせる
○とる、投げるの基本的な技能を身に付けさせる
○ルールを理解し、みんなで協力してゲームを運営する

【男子１単位：アルティメット】
○積極的に学習に取り組む（観察）
○基本的な技能が身に付く（観察・テスト）
○仲間と協力してゲームを運営できる（観察・記録）

【女子２単位：バスケットボール】
○バスケットボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○ドリブル、シュートの基本的な技能を身に付けさせる
○仲間と協力してゲームを楽しむことが出来る

【女子２単位：バスケットボール】
○主体的に活動に取り組む（観察）
○基本的な運動技能が身に付く（観察・実技テスト）
○ゲームの中で必要な役割を果たすことができる（観察・記録）

【女子１単位：競技ドッジボール】
○ドッジボールに親しむ姿勢を身に付けさせる
○とる、投げるの基本的な技能を身に付けさせる
○正式なルールを理解し、みんなで協力してゲームを運営する

1
2
月

男子：体育理論
女子：体育理論

【男子：体育理論】
〇豊かなスポーツライフの設計
生涯スポーツの見方・考え方、スポーツ科学のすすめ、スポーツにか
かわる職業、ライフスタイルに応じたスポーツ、身のまわりの人のス
ポーツライフ、マイスポーツライフの設計、日本のスポーツ振興、ス
ポーツと環境

【男子：体育理論】
○主体的に学習に取り組む
（観察・ワークシート）
○体の動きや体力について理解する
（ワークシート・テスト）
【女子：体つくり運動】
○相手と協力して活動に取り組む
（観察）

6

【女子：体育理論】
〇豊かなスポーツライフの設計
生涯スポーツの見方・考え方、スポーツ科学のすすめ、スポーツにか
かわる職業、ライフスタイルに応じたスポーツ、身のまわりの人のス
ポーツライフ、マイスポーツライフの設計、日本のスポーツ振興、ス
ポーツと環境

【女子：体育理論】
○主体的に学習に取り組む
（観察・ワークシート）
○体の動きや体力について理解する
（ワークシート・テスト）
【女子：体つくり運動】
○相手と協力して活動に取り組む
（観察）



年間授業計画様式

篠崎高等学校　令和5年度　教科　国語科　科目　現代文Ｂ　年間授業計画

教　　　科： 国語　 科　　　目： 現代文Ｂ　　単位数：　３単位

対象学年組： 第３学年(１組～７組)　　

教科担当者：（１～3組：三上）（4～７組：森田）

~

指導内容 科目　現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・『枯野抄』（芥川龍之介）

『檸檬』（梶井基次郎）

・登場人物の人物像や心情の変化について、その言動や情景描写を正確に読み取
り、理解する。

観察（発言・授業中の様子）、
提出課題、完成作品

1

期末考査 1

月

月

『舞姫』（森鴎外）
・文語文で書かれた小説を読み、そこに描かれた内容を理解して味わう。
・登場人物の人物像を読み取る。
・主人公の心理の推移について、作品の展開に即して確認する。
・主人公の生きた時代と主人公の生き方との関係を考える。
・主人公の心理表現の特徴について、考えをまとめる。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

8

5

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

1

『舞姫』（森鴎外） ・文語文で書かれた小説を読み、そこに描かれた内容を理解して味わう。
・登場人物の人物像を読み取る。
・主人公の心理の推移について、作品の展開に即して確認する。
・主人公の生きた時代と主人公の生き方との関係を考える。
・主人公の心理表現の特徴について、考えをまとめる。

6

・抽的な言葉や指示語の意味内容を理解して、筆者の考えを読み取る。
・文化の崩壊と「近代性」の関連についての筆者の考えを読み取る。

月

『舞姫』（森鴎外）
・文語文で書かれた小説を読み、そこに描かれた内容を理解して味わう。
・登場人物の人物像を読み取る。
・主人公の心理の推移について、作品の展開に即して確認する。
・主人公の生きた時代と主人公の生き方との関係を考える。
・主人公の心理表現の特徴について、考えをまとめる。

中間考査

・高浜虚子と大岡信の選句の違いについて理解する。
・正岡子規の句を鑑賞し、正岡子規の生き方について考える。

９

月

『舞姫』（森鴎外） ・登場人物の人物像や心情の変化について、その言動や情景描写を正確に読み取
り、理解する。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

12

夏季休業

・収集した情報や新聞のコラムなどを正確に理解することができる。

８

月

付録「小論文の書き方」

・進路や社会問題などの目的に応じた方法を考え、事典、新聞、書籍やウェブページ
で正確な情報を収集することができる。

観察（発言・授業中の様子）、
提出課題、完成作品

1

７

月

期末考査 1

・構成や展開の仕方をたどりながら、書き手の考え方などの主要な内容とその他とを
区別し、論点を説明することができる。

６

月

・『現代日本の開花』（夏目漱石）
・構成や展開の仕方をたどりながら、書き手の考え方などの主要な内容とその他とを
区別し、論点を説明することができる。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

10

3

・対比や言い換えなどの関係や段落の構成をとらえ、それぞれの働きや関係について
説明することができる。

５

月

・『枯野抄』（芥川龍之介）
・主人公の心理の推移について、作品の展開に即して確認する。
・主人公の心理表現の特徴について、考えをまとめる。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

6

・中間考査 1

・『現代日本の開花』（夏目漱石） ・抽象的な事柄を論じた評論を読み、自分の考えを深める。

４

月

・登場人物の人物像や心情の変化について、その言動や情景描写を正確に読み取
り、理解する。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

12

12

10

12

10

11



指導内容 科目　現代文Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３

月

２

月

学年末考査 定期考査 1

・主人公の心理の推移について、作品の展開に即して確認する。
・主人公の心理表現の特徴について、考えをまとめる。

観察（発言・授業中の様子）、
ノート、宿題、提出課題、小テス
ト、定期考査

10
１

月

冬季休業

『檸檬』（梶井基次郎）



年間授業計画様式例

東京都立篠崎高等学校　令和５年度　教科家庭　科目家庭総合　年間授業計画

教　　　科： 家庭　 科　　　目： 家庭総合　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年１組～７組）　　

教科担当者：（１組：奥平・石井）（２組：：奥平・石井）（３組：：奥平・石井）（４組：：奥平・石井）（５組：：奥平・石井）（６組：：奥平・石井）（７組：：奥平・石井）

使用教科書：（　新家庭総合　主体的に人生をつくる　　大修館書店　）

使用教材  ：（　2021　最新　生活ハンドブック　資料＆成分表　第一学習社　）

指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

2
７

月

第４章　高齢者の生活と福祉について考え
よう
[2]高齢期の生活と課題
（１）高齢期に生じる生活の変化と課題
（２）高齢期に生じる心身の変化と課題

・高齢者の心身の特徴を知り，高齢期の生活を充実させるための個人的・社会
的方策を考える。
・高齢者の生活課題を把握する。
・家族のなかで，介護について話し合うことの重要性を知る。

・高齢者の心身の特徴の一般
的変化と個人差に気づき，高
齢者の生活の現状と課題につ
いて具体的に考えを深め，ま
とめたり，発表したりしてい
る。（ワークシート・発表）

2

[3]高齢期の生活を支える高齢者福祉
（１）高齢者福祉の理念

・高齢者福祉の考えかたについて理解し，高齢者にとって豊かな生活とは何
か，生活の質の向上と自己決定権の保障という視点から考える。
・高齢者の自立を支援するための社会保障，社会福祉制度について知る。

・高齢社会の現状や課題，高
齢者の自立生活支援はどうあ
ればよいのかなどについて考
えようとしている。（ワーク
シート・発表）

・子どもにとって生活習慣を身につけることの重要性を知り，家族の果たす役割を理
解する。
・子どもの発達を促し，子どもと楽しく過ごすためのかかわりかたを知る。
・遊びの意義を理解し，児童文化に関心をもつ。
・子どもの健康と安全について，基本的な理解を得る。

・子どもの成長・発達の適切
な援助方法について考えよう
としている。（発表・ワーク
シート）

2

1
[4]子育てと子どもが育つ環境
（１）親になるということ
（２）子どもにとっての親の役割
（３）社会のなかでともに子どもを育てる
（４）子どもの人権と福祉

・子どもの人間形成のために必要な親の役割と責任を学ぶ。
・子どもの行動の背後にあるものを理解し，そのかかわりかたを知る。
・子育て支援のニーズとその社会的重要性を理解する。

・乳児期の「愛着」の形成や
子どもの人格形成にかかわる
親の役割について考えようと
している。（ワークシート・
発表）

６

月

第３章　子どもと子育てについて知ろう
[1]子どもの誕生
（１）子どもが生まれるということ

・人の命がこの世に誕生するまでの過程を知る。
・子どもの誕生と母体の健康という生命の尊厳にふれることにより、自らの原
点をみつめなおすことができる。

・母体の健康管理や生命の尊
さに関する諸課題について、
青年期の過ごし方と関わらせ
て考えることができたか
（ワークシート）

2

[2]子どもの誕生
（１）体の成長・発達
（２）心の成長・発達

・人間は成長していく存在であることを知る。
・新生児期・乳児期・幼児期から小学校低学年までの心身の発達を細かく知る
とともに、発達はそれらの総合的なものであることを理解する。

・子どもの心身の発達とその
特徴を子どもが育つ環境と関
わらせながら考えようとした
か（発表・ワークシート）

2

[3]子どもの生活と保育
（１）子どもの生活とおとなのかかわり
（２）子どもの遊びとおとなのかかわり
（３）子どもの健康・安全とおとなのかか
わり

2

[3]これからの家庭・社会
（１）家庭生活と福祉

・ノーマライゼーションの考え方にもとづいた福祉のあり方やボランティア活
動に関心を持つ。
・家庭生活を支える社会保障制度や社会福祉、地域社会の役割を理解する。

・社会保障制度の趣旨と概
要、社会福祉や地域社会の役
割、福祉サービス等について
理解を深めようとしている
（グループディスカッショ
ン・ワークシート）
・社会保障制度の趣旨と概
要、社会福祉や地域社会の役
割、福祉サービス等について
理解を深めようとしている
（グループディスカッショ
ン・ワークシート）

1

５

月

第2章　家族・家庭と社会について考えよう
[1]現代の家族・家庭
（１）家族とは何だろうか
（２）家族の人間関係と家族間に起こる問
題
（３）家庭の役割と家事労働，職業労働

・現代の家族の特徴について理解し、家族と社会との関わりについて関心を持
つ。
・家族関係のあり方について事例・演習等を通じて考える。
・家庭が家族個人に果たしている機能と社会に果たしている機能を理解する。
・家庭の機能が家族員それぞれの協力によって成り立っていることを認識し、
自らの家庭での役割を考える。

・現代の家族のあり方・家庭
の機能について理解してい
る。（ワークシート）
・家族に関する法律を理解し
ている。（ワークシート）

2

[2]家族・家庭に関する法律
（１）家族・家庭に関する制度－民法－
（２）家族・家庭に関する法律の動向

・家族・家庭に関する法律を理解し，制度としての家族について考える。 ・家族・家庭に関する法律に
関心をもち，社会制度として
の家族について考えようとし
ている。（発表・ワークシー
ト）
・家族・家庭に関する法律を
もとに，社会制度としての家
族について考えを深め，まと
めたり，発表したりしてい
る。（発表・ワークシート）

[3]主体的に生きるための意思決定
（１）人生は意思決定を重ねてつくられる
（２）ライフスタイルについて考えよう

・ライフスタイルの選択の意義を知り、生活設計を立てる。 ・自分らしいライフスタイル
や生活に関わる価値観、生活
時間のあり方などをふまえ、
将来の生活設計について考え
ようとしている（ワークシー
ト）

1

４

月

第１章　人の一生と青年期の課題をみつめ
よう自分の生活をみつめる
[1]人の一生と生涯発達
（１）自分らしさって何だろう
（２）人のライフステージと発達課題

・自分の生活と自分自身についてみつめ、自己理解を深める.
・ライフコースの多様性とライフコースの影響を与える要因を知り、自分自身
のライフコースの展望を持つ.
・個人の発達段階の特徴と発達課題を知り、青年期の発達課題を達成するため
の生き方について考える。
・家族のライフステージの特徴と生活課題を知り、現在および将来の生活への
展望を持つ。

・人の一生を生涯発達の支店
でとらえ、各ライフステージ
の特徴と課題、青年期の課題
について考えようとしている
（ワークシート・発表）

2

[2]青年期の課題と自立
（１）青年期を生きるあなたの課題
（２）自立の達成をめざそう

・個人の発達段階の特徴と発達課題を知り，青年期の発達課題を達成するため
の生きかたを考える。
・青年期は，自立した生活が営めるように，また，自己実現にむけて生きてい
くための準備をする時期であることを理解する。

・職業労働や家事労働の意義
や特徴、現状と課題について
理解している（ワークシー
ト・発表）
・ライフスタイルや生活に関
わる価値観の多様化について
理解している（ワークシー
ト・発表）

2



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

第９章　安全で快適な住生活をつくろう
[1]住生活の成り立ち
（１）なぜ住まうのか
（２）住生活の成り立ちと住文化
（３）ライフスタイルと住まいの関係

・住まいの役割や重要性を理解する。
・気候風土により，住まいが地域によって異なる特徴をもって発展してきたこ
とを理解する。
・住まいや住生活の変化とその要因を知ることを通して，現代の住まいや住生
活について考える。
・住まいや住生活の現状を知り，改善のための課題について考える。

・住生活の文化に関心をも
ち，住まいの機能，人間と住
まいとのかかわりについて考
えようとしている。（ワーク
シート・発表）
・気候風土に合わせ，材質や
構造の工夫をすることで快適
な空間を創造できることを理
解している。（ワークシー
ト・発表）

6

月

[５]被服実習 ①被服をここちよく着るために適度なゆとりが加えられていることを知る
②採寸、型紙、縫い代、縫い方等、被服をつくる基本的なことを知る
③被服製作の工程と留意点を理解し、日常生活に役立つ縫製に関する基本的な
知識と手法を理解する

○被服構成や縫製技術の特徴
に関心を持ち、被服製作に取
り組んでいる。（基礎縫い
シート・ワークシート）

6

月

[５]被服実習 ①被服をここちよく着るために適度なゆとりが加えられていることを知る
②採寸、型紙、縫い代、縫い方等、被服をつくる基本的なことを知る
③被服製作の工程と留意点を理解し、日常生活に役立つ縫製に関する基本的な
知識と手法を理解する

○被服構成や縫製技術の特徴
に関心を持ち、被服製作に取
り組んでいる。（基礎縫い
シート・ワークシート）

6

【第８章　健康で快適な衣生活をつくろ
う】
[４]被服製作の基本
（１）つくる技術が衣生活にもたらすもの
（２）被服製作の基本的な知識・技術

①被服を手作りすることの楽しさや意義を考える
②被服の形と構成の関係を理解する

○被服構成や縫製技術の特徴
に関心を持ち、被服製作に取
り組んでいる。（基礎縫い
シート・ワークシート）

2

９

月

【第８章　健康で快適な衣生活をつくろ
う】
[１]衣生活をみつめよう
[２]着ごこちのよい被服
[３]衣生活の計画と管理

①被服材料の種類、性能、性能向上のための各種加工法を知る
②既製衣料品の購入、洗濯・保管を適切に行うための繊維製品取り扱い絵表示
や品質表示を理解する
③選択の目的と方法、洗剤の種類と働き、漂白・しみ抜き・仕上げを理解する
④被服着用による健康被害や事故について知識を深める

○被服材料に応じた洗濯や適
切な衣生活の管理について関
心を持っている。（発表・
ワークシート）
○用途や着用目的に合った被
服材料の選択や被服材料に応
じた洗濯、仕上げ、保管等が
できる。(実験・ワークシー
ト）

4

８

月

12

11

10



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３

月

２

月

１

月

[2]家族の生活と住空間
（１）住空間を計画する要素
（２）あなたや家族の生活に合った住空間
の計画

・ライフスタイルやライフステージによって住空間に対する家族の要求が異な
ることを理解し，住まいへの要求に合った住まいのありかたを考える。
・生活行為と住空間とのかかわりや，住空間の違いによって住まいの居住性が
異なることを理解する。
・住まいの平面図の基礎的知識を学び，要求に合った住まいであるかを平面図
から読み取り，住空間づくりができるようになる。

・家族構成，ライフステー
ジ，生活にかかわる価値観な
どに応じた住空間の計画につ
いて検討しようとしている。
（間取り作成・発表）
・生活行為と住空間とのかか
わり，動作に必要な広さ，家
具の配置や動線などについて
理解している。（間取り作
成・発表）

6



年間授業計画様式例

篠崎高等学校　令和５年度　公民科　　現代社会　年間授業計画

教　　　科： 公民　 科　　　目： 現代社会　　単位数：　３単位

対象学年組：（ 第３学年１組～７組 ）　　

教科担当者：（ １・６組：小黒　正也 ）（ ２・３・４・５組：唐仁原　友紀 ）（ ７組：川島　愛 ）

使用教科書：（ 最新　現代社会　新訂版〔実教出版〕 ）

使用教材  ：（ ライブ！2023公共、現代社会を考える〔帝国書院〕）

指導内容 科目現代社会の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※ 「現代社会」という、科目の特性上、適宜「ニュース」や「トピックス」を
取り入れるなど、個々の生徒の実態に応じた授業を行っていくこと等から、担
当教員により進度の差や順序の変更等が生ずる場合がある（「年間を通して」
同一内容を学習する）。

春季休業３

月

個別対応

個別対応

２

月

学年末考査 授業への参加・取り組み姿勢

答案返却・解答解説 学年末考査・ノート提出の状
況等を総合的に判断して評価
する

2

世論の形成と政治参加
「選挙」以外にも様々な政治参加の方法があることを理解させ、主権者として
政治に関わる姿勢を身に付けさせる。

選挙制度の現状と課題 「主権者教育」 選挙制度の原則や各選挙制度を学び、民主政治において、選挙は最も重要な制
度であることを理解させ、「高校３年生（ ＝ １８歳）」は、国家の意思形成
を行っていくことができる力あふれる「主権者」であることを自覚させ、鼓舞
していく。

内閣の地位と議院内閣制について理解させるとともに、内閣の構成や権限につ
いて理解させる。

裁判所と人権保障
裁判所の権限や種類、控訴・上告の違いなどを理解させるとともに、司法権の
独立は、なぜ保障されなければならないのかを考えさせる。

9

冬季休業

１

月

国会の運営と権限 国会の地位や構成、運営や権限について理解させるとともに、政治に関わる
ニュースを取り上げるなどして、国会の現状や改革について問題意識をもたせ
る。

内閣と行政の民主化

期末考査・ノート提出の状況
等を総合的に判断して評価す
る

8

民主社会に生きる倫理 民主社会に生きる倫理について理解させ、現代に生きる人間の倫理的課題につ
いて思索を深めさせるとともに、先哲に学びつつ諸課題への理解を深め、可能
な限りの自己を確立させる。

月

新しい人権 環境権・プライバシーの権利・知る権利・アクセス権・自己決定権について、
社会的な事象や裁判事例などを取り上げながら理解させ、望ましい解決策を考
えさせる。

期末考査 授業への参加・取り組み姿勢

答案返却・解答解説

冷戦終結後の防衛問題
基地問題について考えさせるとともに、現在の日本の安全保障上の問題は何か
を考えさせ、その上で、平和主義を掲げる日本が世界平和実現のために何がで
きるかを考えさせる。

基本的人権
平等権・自由権・社会権の内容について、具体的事例を通しながら理解させ
る。

日本の敗戦過程と占領下における日本国憲法の成立過程を理解させるととも
に、日本国憲法の基本原理を理解させる。

平和主義と日本の安全保障
憲法の平和主義と自衛隊(創設の歴史と政府の憲法解釈、裁判所の判断）につい
て理解させるとともに、日米安保体制との歴史的関係を考察させる。

10

答案返却・解答解説 中間考査の状況等を総合的に
判断して評価する

月

大日本帝国憲法 大日本帝国憲法の制定過程・内容・特徴を理解させる。

日本国憲法の制定

これらのことを踏まえ、今後、私たちが安心して暮らしていくためには、どの
ような「社会のしくみ」が望まれるかを考えさせる。

11

中間考査 授業への参加・取り組み姿勢

月

日本経済の現状と展望 バブル経済崩壊後の日本の経済の変遷を理解させる。

第二次大戦後の日本では、経済成長を通じて多くの人々が豊かな生活を送るよ
うことができるようになったことを確認させるとともに、現在は、長引く不況
の中で、生活に不安を覚える人々も少なくないことを理解させる。

高度経済成長期の動向と政策および成長の要因について理解させる。

戦争直後の貧しい状況と高度成長後の豊かさを実感で対比させる。

GHQによる三大経済民主化政策と日本政府による経済復興政策、ガリオア・エロ
ア等のアメリカからの援助、朝鮮戦争などが日本の復興に役立ったことを理解
させる。

農民・労働者の生活向上が、なぜ国内市場の拡大に直結するのかを考えさせ
る。

9９

月

戦後日本経済のあゆみ 終戦直後の日本の状況を理解させる。

８

月

夏季休業

夏季休業

期末考査・ノート提出の状況
等を総合的に判断して評価す
る

青年期と自己の形成 青年期と自己の形成について理解させ、青年期を通して自分を見つめ、社会と
の関係を考え、社会と関わることで、自らと社会をよりよくしていくにはどの
ような生き方をしていくことが望ましいかを考えさせる。

4

財政の役割である、資源の配分調整・景気の調整・所得の再分配の三つがどの
ように機能しているかを考えさせるとともに、ビルト・イン・スタビライザー
やフィスカルポリシーなど、財政に関する理論を理解させる。

７

月

期末考査 授業への参加・取り組み姿勢

答案返却・解答解説

日本銀行の役割と金融政策を通じた景気調整を理解させ、現実の日本経済にど
のように機能しているかを考えさせる。

10

財政のしくみと税金
財政とは、政府による経済活動であり、所得税や消費税といった租税を財源と
して成り立ち、社会保障費や地方交付税交付金などの歳出がまかなわれている
ことを理解させる。

６

月

答案返却・解答解説 中間考査の状況等を総合的に
判断して評価する

経済成長と景気変動
一国の経済力をはかる基本的な指標である、国富・GDP・国民所得・経済成長率
などについて理解させるとともに、インフレーション・デフレーションの基本
的構造・景気循環（景気変動）の仕組について理解させる。

金融機関のはたらき

寡占市場の意味や、寡占市場が形成される要因、少数の企業間の競争はどのよ
うに変化するかを理解させる。

中間考査 授業への参加・取り組み姿勢

株式会社の特徴を理解させ、その経済への影響などを考えさせる。

市場のしくみ

競争市場における価格はどのように決まるかを理解させる。

9

三つの経済主体について、それぞれの役割と相互の関係を理解させる。

５

月

現代の企業 一言で「企業」といっても、その種類・形態は多様であることを気づかせる。

資本主義経済の下でおこる問題点を批判して登場した社会主義は、どのような
基本的特徴をもつのか理解させる。

7

経済と私たちの生活
われわれの生活の基本は、経済活動によって成り立っていることを気づかせ、
経済活動の基本的な内容を理解させる。

４

月

ガイダンス 授業の内容や進め方・使用教材・評価の方法・許容欠席限度時数 等について確
認させる。

経済体制の変容

資本主義経済は、どのような基本的特徴をもつのか理解させる。

12

11

10



年間授業計画様式例

篠崎高等学校令和５年度　教科　地理歴史　科目　世界史Ｂ　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史　　科　　　目：世界史Ｂ　　単位数：３単位

対象学年組： 第３学年１組～７組）　　

教科担当者：（１・２・６組：服部）（３・４・５・７組：山下）

使用教科書：（帝国書院『新詳世界史Ｂ』）

使用教材  ：（浜島書店『ニューステージ　世界史詳覧』）

指導内容 科目世界史Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

ヨーロッパ世界が、ローマ=カトリック圏とギリシア正教圏に分かれながら
も、ローマ帝国の伝統とキリスト教によって独自の世界を形成していったこ
とを把握する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

７
月

ユーラシア大帝国の出現
モンゴル帝国は従来から内陸交易で結ばれていたユーラシア大陸の農耕・牧
畜両世界を統合したものであり、世界の一体化の過程において一大画期と
なったことを把握する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

2

６
月

東アジア世界の変動と再編
遊牧民の活動の活発化と中国の分裂時代が重なり、大きく変容した東アジア
世界の状況を総合的にとらえる。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

イスラーム世界の形成と拡大
交易を重視し都市を背景に生まれたイスラームが、アジア・アフリカの各地
に広がり新しい文明を築く様相を把握する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

ヨーロッパ世界の形成

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

2

東アジア世界と中央ユーラシア世界の形成
と展開

中国を中心とする東アジア世界について、その歴史上に展開した社会と文化
の特徴とその拡大について理解させる。内陸アジア世界の特徴と諸民族の活
動による文化の交流について理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

オリエント世界と地中海世界の特質を気候・地形などと関連させてとらえる
とともに、それが統合されて、西アジアとヨーロッパの原型がつくられてい
く様相を、アフリカを含めて歴史的・地域的にとらえる。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

５
月

オリエント世界と地中海世界の形成（つづ
き）

オリエント世界と地中海世界の特質を気候・地形などと関連させてとらえる
とともに、それが統合されて、西アジアとヨーロッパの原型がつくられてい
く様相を、アフリカを含めて歴史的・地域的にとらえる。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

3

南アジア・東南アジア世界の形成
海洋と山脈に囲まれ、独自の文明世界を形成した南アジア世界の特徴と、水
上交通網の発達により商業と人の移動が活発で、外に開かれた流動性の高い
独特な社会が形成された東南アジア世界の特徴を理解する。

４
月

世界史を学ぶにあたって
講座の目標、世界史を学ぶ意義、年数の数え方と時代区分など、世界史を学
ぶ上での基礎項目を理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

2

人類の出現
人類の進化の過程を概観し、人類史における農耕・牧畜の開始の意義を考察
し、自然環境と地域世界の形成との関わりを理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

1

オリエント世界と地中海世界の形成



指導内容 科目世界史Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

世界大戦の時代
総力戦として行われた二つの世界大戦の原因と影響を把握し、その惨禍を理
解する。戦中・戦間期を通して、世界的に社会変革が起こったことを学び、
20世紀前半の変動を全体として考察する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

5

覇権国家となったイギリスでは、自由主義思想が主潮になったこと、イタリ
ア・ドイツを中心に国民国家形成の動きが広がりを見せたことを理解する。
ロシアやアメリカ合衆国でも国民国家として体制が整えられていったことを
理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

5

月

世界の一体化の進展とアジアの変容

ヨーロッパ諸国の世界進出の結果、イスラーム世界が劣勢となり、南アジ
ア・東南アジアは植民地化され、東アジアも圧力を受けた状況を理解する。
日本の近代化が東アジアにおける国際関係に大きな変化をもたらしたことを
理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

世界の一体化の完成とその影響
世界の一体化が完成していく状況を、産業・社会の変容とともに理解し、
ヨーロッパ各国の動向とアフリカ・オセアニアの分割、アジアにおける体制
の変革を総合的に考察する。

大規模な分業体制の成立とヨーロッパにお
ける主権国家体制の成立

「大航海」により、西欧を中核とする近代世界システムが形成され始めたこ
と、および西欧内部でもルネサンスと宗教改革が起こり、主権国家体制の形
成につながっていったことを理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

7

月

工業文明と国民国家の誕生
イギリスで始まった農業社会から工業社会への移行（工業化、産業革命）に
ついて理解する。アメリカ独立・フランス革命に始まり、ラテンアメリカに
も波及した国民国家の形成の動きについて理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

5

イギリスの覇権と欧米の国民国家建設

８
月

９
月

アジア諸地域の栄華と成熟
モンゴル帝国の後継国家としての明・清、またオスマン帝国などのイスラー
ム諸王朝が、強大かつ柔軟な統治体制をつくりあげ、独自の文明を発展させ
たことを理解する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

5

11

10

11



指導内容 科目世界史Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

相互依存を深める世界
冷戦後の世界について政治・経済・文化・宗教などの全体像を学習し、20世
紀末から21世紀にかけて新たな世界秩序が模索されていることを理解する。
グローバル化とその問題点を考察する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

3

月 世界大戦の時代（つづき）
総力戦として行われた二つの世界大戦の原因と影響を把握し、その惨禍を理
解する。戦中・戦間期を通して、世界的に社会変革が起こったことを学び、
20世紀前半の変動を全体として考察する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

4

１
月

東西冷戦から多極的国際社会へ
アメリカの覇権、冷戦の展開、米ソ二極時代の終焉といった一連の流れとと
もに、地域紛争、西欧と日本の台頭にともなうアメリカの覇権の動揺、社会
主義陣営の分裂と経済の低迷、アジア各地域の動向について考察する。

関心・意欲・態度
思考・判断
観察・ワークシート・ノー
ト

5

12


